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実務研修Ⅱ 給与関係 

「時間外勤務手当、特殊勤務手当について」 
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時間外手当・特殊勤務手当 
1 

時間外勤務手当に係る用語説明 
                

 １日の勤務時間  …７時間４５分 

 １週間の勤務時間…３８時間４５分 

 

 週休日（勤務を割りふらない日）…土曜日及び日曜日 

 休日…祝日法による休日（勤労感謝の日など） 

      年末年始の休日（12月29日から1月3日の期間） 

 

 週休日の振替…週休日に勤務を割りふった日を起算日として、        
      前４週後８週の期間に週休日を振り替えることが
      できる 
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時間外勤務手当の支給割合 

別紙のとおり 
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時間外勤務手当の基本的な考え方 

 

正規の勤務時間 

          勤務を命ぜられた時間   

 正規の勤務時間を超えた時間に対して 

支給割合を乗じた額が 時間外勤務手当 
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週休日の振替と時間外勤務手当（25/100） 

 同一週内における振替…時間外手当支給対象外  

 

 

 

 

 

 同一週外における振替 

日 
 

月 
7.75 

火 
7.75 

水 
7.75 

木 
7.75 

金 
7.75 

土 
 

日 
 

水 
7.75 

３８時間４５分 ３８時間４５分 

３１時間 ４６時間３０分 

木
7.75 

金 
7.75 

土 
 

火 
7.75 

月 
7.75 

日 
 

月 
7.75 

火 
7.75 

水 
7.75 

木 
7.75 

金 
7.75 

土 
7.75 

日 
 

水 
7.75 

木
7.75 

金 
7.75 

土 
 

火 
7.75 

月 
7.75 

 割振り前の正規の勤務時間を超えた 

７時間４５分について時間外手当
（25/100）を支給 

月 
 

金 
 

土 
7.75 

5 

例）土曜日に勤務した場合 

振替を行う 

振替を行わない 

同一週内 

同一週外 

 週の勤務時間が正規の
勤務時間数を超えない 
（他の振替が同一週にあるなど） 

 週の勤務時間が正規の
勤務時間数を超える 

対象外 

対象外 

対象 
25/100 

対象 
135/100 

 週の勤務時間が正規の
勤務時間数を超えない 

時間外勤務手当 
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勤務時間数及び端数処理  

月の全時間数により計算 

支給割合ごとに各別に計算した時間数 

 １時間未満の端数処理を生じた場合、30分以上切上 

 

 （例） 月の時間外実績 

 25/100 23時間15分   

 135/100 7時間45分   

→ 23時間 

→ 8時間 

7 

勤務時間数及び端数処理  

 例題 

 平成30年8月27日に8月分の時間外実績を取りまとめ報告。 

 8月31日までの時間外実績分は翌月に報告。 

 それぞれ報告する時間は何時間か。 

 

 各実績 

 ①（8月報告分）8月1日～8月27日までの時間外 

   ・・・5時間30分（支給割合25/100 ） 
 ②（9月報告分）8月28日～31日までの時間外 

   ・・・1時間30分（支給割合25/100） 
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特殊勤務手当（教員特殊業務手当） 
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平成22年度 学校体育資料（熊本県教育委員会）より一部抜粋  

児童生徒の体育・スポーツ活動 
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